2012.5
平成２４年度　春季関東学生リーグ戦
注　意　事　項
· 関東学連では大会会場内、および会場周辺(会場周辺駅から近隣住宅含む)での喫煙を全面禁止としている。当連盟登録選手が喫煙しているのを、学連役員が発見した場合、関東学連内規・第１４条違反とし、懲罰委員会を開き、それを受けて理事会において審議し、第１５条により、個人及びチームに対して処分を行います。
· 今年度より，従来にもましてより一層、ゴミ問題に対処してまいります。重大な問題が発生したときには、個人及びチームに対して規約に則った処分を科す場合もあります。
· フロアー内での飲み物については、フタつきの物かペットボトルに限る。もしこぼしてしまった場合、そのままにせずすぐに拭き、役員に申し出ること。
· 登録選手には、ルールを順守し、自覚を持った常識ある行動をお願いします。
※　過去の喫煙問題・ゴミ問題の事例

・江戸川区スポーツセンター

　　喫煙場所でないところでの、選手の喫煙が近隣住民からの通報で発覚。以降、関東学連は、江戸川区スポーツセンターを使用させてもらえない事態となっており、会場確保に苦慮している。

・所沢市民体育館

　　体育館前のコンビニに、選手がゴミを大量に捨て、コンビニから体育館側へのクレームあり。同じような事態が繰り返されるようであれば、今後、所沢市民体育館は関東学連使用不可となる可能性あり。現在、関東学連の主要大会では所沢市民体育館を借用することも多く、使用禁止となると今季大会運営が事実上不可能となる。
関東学生卓球連盟内規(抜粋)
第１４条　　本連盟の役員および登録者は、崇高な社会道徳を規範とし、本連盟の責任ある一員としての自覚のもと行動しなければならない。

１．本連盟の内外を問わず、素行不良により、または不正不義の行為もしくは刑罰法規にふれる行為をして、本連盟の社会的信用を失墜させてはならない。

２．法令を順守するとともに本連盟の定める諸規則および指示に従わなければならない。

第１５条　　処罰の段階は次の通りとする。

１．除名

２．落部（違反の程度による落部数を増減する）

３．出場停止（期間を増減する）

４．譴責（始末書提出）
